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第
一
回
定
例
会

第
一
回
定
例
会

第
一
回
定
例
会

　

町
税
は
９
億
４
，
４
１
４
万
で
前
年
度
対
比
４
％

の
減
で
す
。
地
方
交
付
税
が
20
億
８
千
万
円
、
国

庫
支
出
金
４
億
３
９
３
万
円
、
県
支
出
金
３
億
３
，

２
６
１
万
円
、
町
債
９
億
９
，
９
２
０
万
円
な
ど

が
主
な
財
源
で
す
。

歳

入

　

民
生
費
は
10
億
７
０
７
３
万
円
で
前
年
度
対
比

３
・
２
％
の
増
、
子
ど
も
手
当
も
流
動
的
で
す
が

１
億
４
８
２
万
円
を
計
上
、
衛
生
費
10
億
４
１
２

０
万
円
で
前
年
度
対
比
20
・
５
％
の
増
は
、
厚
生

病
院
建
設
の
負
担
金
や
予
防
接
種
等
疾
病
予
防
事

業
。
教
育
費
10
億
５
０
０
１
万
円
で
14
・
５
％
の

減
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

歳

出

平成 23年度　一般会計予算の内訳平成 23年度　一般会計予算の内訳平成 23年度　一般会計予算の内訳

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
11
日
か
ら

22
日
ま
で
の
期
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算
を

は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
22
年
度
補
正

予
算
な
ど
39
件
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

平成 23 年度一般会計予算

52 億 8,200 万円でスタート

平成 23 年度一般会計予算

52 億 8,200 万円でスタート

平成 23 年度一般会計予算

52 億 8,200 万円でスタート

平成 23 年度一般会計予算

52 億 8,200 万円でスタート
厳しい財政状況の中、保健・福祉・教育を充実
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平成 23年度の主な事業
地域づくり支援事業（地域活性化事業補助）・・・・・・・

旅券（パスポート）発給事務（10月７日から実施）・・・・

防災行政無線デジタル対応事業・・・・・・・・・

下仁田小学校校舎建設事業・・・・・・・・・・・

感染症予防（子宮頸がん、ヒブ、肺炎球菌、インフルエンザ）・・・

文化財調査保護（荒船風穴）・・・・・・・・・・・・・

３１０万円

１１０万円

１億３００３万円

５億８３５２万円

２３６８万円

４５３７万円

（単位：万円）

会　　　計　　　名
平 成 23 年 度
当 初 予 算 額

平 成 22 年 度
当 初 予 算 額

比 較
金 額

伸率 (％）

特 別 会 計 国 民 健 康 保 険 114,268 122,231 △ 7,963 △ 6.5

老 人 保 健 0 21 △ 2,389 △ 100.0

後期高齢者医療 13,048 12,385 663 5.3

介 護 保 険 113,520 111,110 2,410 2.2

簡 易 水 道 事 業 13,475 9,621 3,854 40.1

浄化槽整備事業 6,853 7,932 △ 1,079 △ 13.6

公営企業会計
水
道
事
業

収益的収入 17,815 17,926 △ 112 △ 0.6

収益的支出 17,614 17,348 267 1.5

資本的収入 7,071 7,870 △ 799 △ 10.2

資本的支出 13,905 15,082 △ 1,177 △ 7.8

ガ
ス
事
業

収益的収入 15,081 12,510 2,571 20.6

収益的支出 15,113 13,116 1,997 15.2

資本的収入 1,750 1,515 235 15.5

資本的支出 3,807 3,947 △ 140 △ 3.5

平成 23 年度 特別会計（５事業）及び公営企業会計予算

26 億 1,164 万円

　

歳
入
で
は
63
・
７
％
が
国
・

県
な
ど
の
交
付
金
で
、
被
保
険

者
か
ら
の
負
担
で
あ
る
保
険
税

が
２
億
６
０
７
４
万
円
。
歳
出

で
は
、
66
・
５
％
を
占
め
る
保

険
給
付
費
の
７
億
５
９
６
０
万

円
が
主
な
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
保
険
料

７
９
３
２
万
円
。
繰
入
金
５
０

６
３
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
１

億
２
７
３
２
万
円
が
主
な
も
の

で
す
。

　

歳
入
で
は
70
・
３
％
が
国
県

な
ど
の
交
付
金
で
、
保
険
料
１

億
６
３
９
１
万
円
、
繰
入
金
１

億
７
２
６
７
万
円
が
主
な
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付

費
の
10
億
９
４
２
１
万
円
、
地

域
支
援
事
業
費
の
２
６
８
０
万

円
が
主
な
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

介
護
保
険
事
業
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◎
ガ
ス
事
業
会
計

　

供
給
戸
数
は
、
前
年
よ
り
41

減
少
し
、
１
４
２
４
戸
、
年
間

供
給
量
は
95
万
６
７
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
前
年
度
対
比
８
・

４
％
の
増
で
す
。

　

ガ
ス
事
業
収
益
は
、
１
億
５

０
８
１
万
円
で
前
年
度
対
比

20
・
６
％
の
増
、
支
出
で
は
ガ

ス
事
業
費
用
は
１
億
５
１
１
３

万
円
、
前
年
度
対
比
24
・
７
％

の
増

　

こ
れ
と
は
別
に
老
朽
管
敷
設

替
え
工
事
な
ど
３
０
２
６
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

反
対
討
論佐

藤　

公
夫
議
員

　

３
年
間
続
け
て
の
赤
字
予
算

の
提
案
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

今
後
も
赤
字
予
算
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
供
給
エ
リ

ア
、
約
１
４
５
０
戸
の
安
心
安

全
な
ガ
ス
供
給
が
で
き
る
の
か

と
、
早
急
に
ガ
ス
企
業
会
計
の

改
善
を
し
な
い
限
り
、
一
般
企

業
で
い
け
ば
、
経
営
が
な
か
な

か
継
続
で
き
な
い
状
況
に
な
り

ま
す
の
で
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論千

野　

榮
治
議
員

　

町
が
ガ
ス
を
引
い
て
か
な
り

長
い
年
月
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

莫
大
な
費
用
を
か
け
て
整
備
し

た
施
設
で
す
。
今
の
下
仁
田
の

状
況
か
ら
み
て
、
戸
数
も
減
少

し
、
色
々
な
形
で
若
干
の
赤
字

が
３
年
連
続
し
て
出
て
い
ま
す

が
、
我
々
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

の
で
、
何
と
か
し
て
、
赤
字
の
解

消
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
、
ガ

ス
事
業
を
立
ち
直
ら
せ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
し
ま
す
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

給
水
戸
数
は
、
前
年
よ
り
54

減
少
し
、
２
３
７
９
戸
、
年
間

給
水
量
は
72
万
７
２
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
で
前
年
度
対
比
０
・

３
％
の
増
で
す
。

　

水
道
事
業
収
益
は
、
１
億
７

８
１
５
万
円
で
前
年
度
対
比
０
・

１
％
の
減
、
支
出
で
は
水
道
事

業
費
用
は
１
億
７
６
１
４
万
円
、

前
年
度
対
比
１
・
２
％
の
増

　

こ
れ
と
は
別
に
老
朽
管
敷
設

替
え
工
事
な
ど
３
３
７
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

補　正　予　算　　３月
平成 22 年度　各会計別補正予算の状況

（万円未満は四捨五入）

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算

一 般 会 計 △9,609万円 57億 3,911万円

国民健康保険特別会計 △7,856万円 11億4,753万円

後期高齢者医療特別会計 △197万円 １億 2,241万円

介 護 保 険 特 別 会 計 △48万円 11億 1,563万円

簡易水道事業特別会計 52万円 １億1,181万円

浄化槽整備事業特別会計 △ 2,351万円 5,511万円

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 113万円 １億7,944万円

収 益 的 支 出 47万円 １億7,447万円

資 本 的 収 入 △224万円 7,775万円

資 本 的 支 出 △356万円 １億4,897万円

ガ
ス
事
業
会
計

収 益 的 収 入 574万円 １億4,420万円

収 益 的 支 出 478万円 １億5,003万円

資 本 的 収 入 △10万円 1,506万円

資 本 的 支 出 △209万円 3,792 万円

平
成
23
年
度

　

第
１
回
臨
時
会 

 
 

２
月
18
日

　
　
　
　

〇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
下
仁
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
歳
入
・
歳
出

を
６
９
２
１
万
円
増
額
し
、
総
額
58
億
３
５
１
９
万
円
と
し

た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

（
き
め
細
や
か
な
交
付
金
等
）

　

歳
出
は
、
土
木
費
で
３
９
０
０
万
円
（
道
路
改
良
５
路
線
）

教
育
費
で
２
５
８
６
万
円
（
ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
等
）
商
工
費

で
２
１
０
万
円
、
総
務
費
で
２
２
５
万
円
で
す
。

全
会
一
致

○
平
成
22
年
度
伊
勢
山
下
町
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

全
会
一
致

〇
中
学
校
体
育
館
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

賛
成
多
数

〇
平
成
22
年
度
下
仁
田
町
多
目
的
運
動
場
整
備
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

全
会
一
致

〇
下
仁
田
町
立
下
仁
田
小
学
校
校
舎
建
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て

賛
否
同
数

　

議
長
採
決
に
よ
り
可
決

　

歳
入
で
は
水
道
事
業
収
入
が

６
６
８
５
万
円
で
49
・
６
％
、

で
国
庫
支
出
金
、
諸
収
入
、
起

債
等
が
主
な
も
の
で
す
。
歳
出

で
は
、
水
道
維
持
補
修
等
が
主

な
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
44
％
が
国
県
な
ど

の
支
出
金
で
３
０
１
５
万
円
町

債
が
１
９
４
０
万
円
。
歳
出
で

は
、
浄
化
槽
事
業
費
が
６
４
５

１
万
円
、
公
債
費
が
３
５
２
万

円
が
主
な
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
事
業

浄
化
槽
整
備
事
業
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議
員　

先
日
管
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
参
加
し
た
い
と
の
発
言
が

あ
り
、
日
本
の
農
業
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
、
参
加
し
た

場
合
の
農
業
に
与
え
る
影
響

と
町
の
特
産
品
の
コ
ン
ニ
ャ

ク
に
与
え
る
影
響
は
。

農
林
建
設
課
長　

県
の
発
表
に

よ
る
と
、
県
の
農
業
総
生
産

は
２
２
０
７
億
円
で
、
そ
の

影
響
額
は
７
８
０
億
円
、
割

合
は
35
％
。
特
に
影
響
を
大

き
く
受
け
る
の
は
、
乳
製
品

が
71
％
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
つ

い
て
は
、
90
％
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

議
員　

農
業
以
外
に
も
、
対
象

が
あ
る
と
聞
く
が
。

農
林
建
設
課
長　

対
象
に
つ
い

て
は
、
工
業
品
、
繊
維
、
衣

佐
藤　

勇
二

佐
藤　

勇
二
議
員
議
員

三
浦　
　

勲

三
浦　
　

勲
議
員
議
員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
に

与
え
る
影
響
は

Ｑ

90
％
と
考
え
る

Ａ

サ
ル
の
頭
数
と
群
れ
は

Ｑ

２
群
で
69
頭
で
す

Ａ

中
高
年
の
生
き
が
い
と

町
の
活
性
化
は

Ｑ

意
見
を
多
く
取
り
入
れ

町
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い

Ａ

料
品
、
電
気
通
信
、
金
融
な

ど
24
項
目
に
及
ぶ
、
そ
の
中

で
も
労
働
、
人
の
移
動
の
自

由
化
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の

低
賃
金
労
働
者
が
国
内
に
入

り
、
今
ま
で
以
上
に
深
刻
な

雇
用
問
題
が
生
じ
る
と
思

う
。

議
員　

対
応
策
は
。

農
林
建
設
課
長　

コ
ン
ニ
ャ
ク

に
つ
い
て
は
、
産
地
の
中

国
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
が
参
加
し
て
い
な
い

の
で
、
す
ぐ
に
影
響
は
出
な

い
も
の
の
、
他
の
地
域
で
栽

培
し
て
、
日
本
に
入
る
事
が

心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
対
応

策
と
し
て
は
、
健
康
食
品
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
コ
ン

ニ
ャ
ク
を
こ
れ
を
機
に
世
界

各
国
に
売
り
込
み
、
国
際
的

な
ブ
ラ
ン
ド
化
を
計
り
、
海

外
進
出
も
対
策
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

議
員　

国
と
し
て
も
、
良
く
審

議
を
重
ね
、
農
家
の
セ
イ
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
も
し
っ
か
り

構
築
し
た
上
で
、
納
得
の
い

く
方
法
で
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

議
員　

サ
ル
の
頭
数
は
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
被
害
が

な
か
な
か
減
ら
な
い
、
思
い

切
っ
た
駆
除
は
で
き
な
い

か
。

農
林
建
設
課
長　

サ
ル
は
、
捕

獲
殺
処
分
な
ど
97
頭
減
少
し

た
。
被
害
報
告
は
、
多
々
あ

る
が
、
群
れ
の
全
滅
を
さ
せ

る
こ
と
は
無
理
で
す
。
毎
年

群
れ
の
15
％
か
ら
20
％
の
駆

除
を
行
っ
て
い
る
。
仮
に
全

滅
さ
せ
た
と
し
て
も
、
他
の

地
域
か
ら
新
し
い
群
れ
が
必

ず
入
っ
て
く
る
。

議
員　

住
民
感
情
か
ら
す
れ
ば

厄
介
な
サ
ル
は
全
て
駆
除
が

夢
で
あ
る
。
富
岡
市
の
よ
う

な
追
い
払
い
対
策
や
今
後
の

数
の
減
少
を
お
願
い
す
る
。

議
員　

老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
に

つ
い
て
。

保
健
環
境
課
長　

会
員
は
60
歳

か
ら
で
60
代
９
％
、
70
代

50
％
、80
代
36
％
、90
代
５
％

で
す
。

議
員　

60
代
の
会
員
が
９
％
と

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
人
た
ち
は
何
を
し
て
い
る

の
か
。

保
健
環
境
課
長　

特
に
把
握
は

し
て
い
な
い
が
趣
味
の
会
や

旅
行
そ
の
他
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員　

町
全
体
の
老
人
ク
ラ
ブ

数
は
。

保
健
環
境
課
長　

18
年
度
は

24
、
19
年
度
は
22
、
20
年
度

は
18
、
21
年
度
は
14
、
22
年

度
は
７
と
減
少
し
て
お
り
ま

す
。

議
員　

こ
の
５
年
間
に
３
分
の
１

に
減
少
し
た
原
因
は
な
に
か
。

保
険
環
境
課
長　

会
長
を
始
め

役
員
に
な
り
た
く
な
い
、
弔

辞
を
読
む
の
が
嫌
だ
、
な
ど

の
理
由
で
す
。
町
で
も
い
ろ

い
ろ
の
活
動
通
じ
て
単
位
ク

ラ
ブ
に
入
る
よ
う
進
め
お
り

ま
す
が
加
入
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
が
現
状
で
す
。

議
員　

活
動
内
容
は
ど
う
い
っ

た
事
業
が
あ
り
ま
す
か
。

保
健
環
境
課
長　

旅
行
、花
見
、

新
年
会
、
忘
年
会
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
清
掃
活
動
、
廃
品
回
収

等
20
回
ぐ
ら
い
活
動
し
て
い

ま
す
。

議
員　

こ
れ
か
ら
益
々
高
齢
化

に
な
る
地
区
に
対
し
て
、
60

代
の
人
た
ち
が
役
員
を
す
る

よ
う
に
し
て
、
思
い
や
り
の

あ
る
老
人
会
が
で
き
る
よ
う
、

指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

シ
ル
バ
ー
人
材
の
現
状

は
。

商
工
観
光
課
長　

登
録
者
数
59

名
、
平
均
年
齢
70
歳
、
作
業

内
容
は
庭
木
の
剪
定
、草
刈
、

除
草
作
業
、
施
設
管
理
、
ネ

ギ
植
え
、
ネ
ギ
堀
取
り
、
ペ

ン
キ
塗
り
等
で
す
。

議
員　

一
般
の
仕
事
と
公
共
の

仕
事
の
割
合
は
。

商
工
観
光
課
長　

21
年
度
の
総

件
数
２
９
９
件
、
町
か
ら
の

依
頼
件
数
は
１
０
５
件
ぐ
ら

い
で
す
。

議
員　

観
光
を
推
進
す
る
町
に

と
っ
て
、
経
験
豊
か
な
中
高

年
を
活
用
し
町
の
活
性
化
に

繋
げ
て
頂
き
た
い
。

一 般一 般

質 問 質 問 
議農 ＱＡ

町政を問う町政を問う



62011 春号

髙
瀨　

政
信

髙
瀨　

政
信
議
員
議
員

矢
嶋　

榮
一

矢
嶋　

榮
一
議
員
議
員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
は

Ｑ

健
康
食
品
で
海
外
に

売
り
込
む
指
導

Ａ

廃
校
に
伴
う
用
地
や

校
舎
等
の
利
用
及
び

書
籍
等
の
保
護
は

Ｑ

利
用
は
地
域
等
の
意
見
尊

重
、
デ
ー
タ
ー
化
し
て
資

料
室
等
で
保
管
し
て
い
く

Ａ

農
業
補
助
は

Ｑ

制
度
や
事
業
が
あ
る

Ａ

地
籍
調
査
は

Ｑ

現
在
は
し
て
い
ま
せ
ん

Ａ

議
員　

今
後
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
自

由
貿
易
化
が
進
む
と
予
測
さ

れ
る
。
町
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

農
家
に
支
援
対
策
等
考
え
て

い
る
か
。

町
長　

今
後
、
研
修
会
や
講
習

会
等
々
行
う
中
で
コ
ン
ニ
ャ

ク
は
健
康
食
品
と
し
て
ロ
シ

ア
を
始
め
国
際
的
に
広
く
認

め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で

貿
易
の
自
由
化
を
機
に
積
極

的
に
海
外
に
売
り
込
み
を
図

る
た
め
、
生
産
農
家
や
コ
ン

ニ
ャ
ク
生
産
に
か
か
わ
る
企

業
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
下
仁
田
町
と
し
て
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員　

校
舎
や
敷
地
の
利
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

教
育
課
長　

各
小
学
校
の
体
育

館
は
敬
老
会
等
で
使
用
し
て

い
る
。
今
後
の
こ
と
は
区
長

会
や
地
域
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
決
め
た
い
。

議
員　

卒
業
生
の
思
い
出
あ
る

歴
史
的
書
籍
は
ど
う
保
管
す

る
の
か
。

教
育
課
長　

各
小
学
校
長
に
校

内
資
料
、
書
籍
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
文
書
で
散さ

ん
い
つ逸

防
止

を
お
願
い
し
て
い
る
。
旧
青

倉
小
で
は
、
閉
校
前
に
資
料

を
デ
ー
タ
ー
化
し
て
資
料
室

や
校
長
室
の
金
庫
に
保
管
し

て
い
る
。
平
成
23
年
度
末
に

統
廃
合
と
な
る
各
小
学
校
の

議
員　

野
菜
農
家
へ
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
の
支
援
は
あ
る
か
。

農
林
建
設
課
長　

産
地
の
生
産

基
盤
へ
の
強
化
を
図
る
た

め
、
群
馬
県
の
補
助
事
業
と

し
て
、
野
菜
王
国
群
馬
総
合

対
策
事
業
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

下
仁
田
町
は
農
業
に
従

事
す
る
人
た
ち
が
高
齢
者
に

な
り
、
農
業
後
継
者
が
い
な

い
し
、
空
き
農
地
に
対
す
る

現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

農
林
建
設
課
長　

直
ち
に
再
生

可
能
な
農
地
は
24
㌶
あ
り
ま

す
。
し
か
し
既
に
山
林
原
野

化
し
た
農
地
が
90
㌶
あ
り
ま

す
。

議
員　

農
業
を
、
や
っ
て
い
き

た
い
人
た
ち
が
、
入
っ
て
き

た
場
合
の
補
助
と
か
あ
る
の

か
。

農
林
建
設
課
長　

耕
作
放
棄
地

再
生
対
策
事
業
と
、
農
業
者

所
得
補
償
制
度
に
つ
い
て
も

交
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

議
員　

補
助
金
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
補
助
率
の
具

体
的
な
内
容
は
。

議
員　

現
在
の
地
籍
調
査
は
い

つ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の

か
。

農
林
建
設
課
長　

国
土
調
査
法

が
昭
和
26
年
に
で
き
ま
し

て
、
そ
れ
に
基
づ
き
地
籍
調

査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

町
も
着
手
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　

今
の
経
済
動
向
等
々
加

味
し
な
が
ら
検
討
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。

議
員　

前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
林
建
設
課
長　

受
益
者
が
３

戸
以
上
で
、
受
益
者
の
施
設

導
入
面
積
が
30
㌃
以
上
で
、

助
成
内
容
と
し
て
は
鉄
骨
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
で
す
。
施
設
と

一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
補
助
率

は
10
分
の
３
で
市
町
村
が

５
％
上
乗
せ
し
て
い
ま
す
。

資
料
も
同
様
に
保
存
し
て
い

く
予
定
で
す
。

議
員　

資
料
は
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
か
。

教
育
課
長　

今
は
で
き
な
い

が
、
資
料
館
等
が
で
き
た
と

き
は
閲
覧
が
可
能
に
な
る
と

思
う
。

議
員　

旧
西
牧
中
は
、
危
険
校

舎
で
立
ち
入
り
禁
止
だ
が
、

取
り
壊
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　

少
子
化
の
大
き
な
問
題

と
し
て
、
統
合
を
進
め
て
い

る
が
、
体
育
館
は
地
域
の

方
々
が
使
っ
て
い
る
。
校
舎

は
取
り
壊
し
に
数
千
万
円
の

費
用
が
か
か
る
、
時
期
と
利

用
方
法
も
考
え
て
対
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

危
険
校
舎
の
放
置
は
良

く
な
い
。
早
急
に
解
体
す
る

な
り
し
て
、
安
全
に
利
用
で

き
る
状
態
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

佐
藤　

公
夫

佐
藤　

公
夫
議
員
議
員

23
年
度
予
防
医
療
の

取
組
は

Ｑ

子
育
て
支
援
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の

予
算
を
計
上
し
た

Ａ議
員　

こ
の
一
年
間
、
60
代
で

前
立
腺
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
が
、
町
内
に
３
人
い
ま

し
た
。
町
の
検
診
は
２
年
に

１
回
、
60
歳
以
上
が
対
象
で

す
が
、
予
防
医
療
の
視
点
か

ら
50
歳
代
か
ら
が
望
ま
し

い
。
ち
な
み
に
私
は
、
58
歳

で
前
立
腺
が
ん
の
開
腹
手
術

を
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
を

変
更
の
意
思
は
な
い
か
。

町
長　

指
摘
を
強
く
受
け
止
め

検
討
し
た
い
。

議
員　

高
齢
者
予
防
医
療
の
た

め
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
予
算
化
さ
れ
た
か
。

保
健
環
境
課
長　

新
規
事
業
と

し
て
、
提
案
い
た
だ
き
予
算

化
い
た
し
ま
し
た
。
高
齢
者

の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
を
踏
ま
え
、
対
象
年
齢
70

歳
以
上
、
二
分
の
一
自
己
負

担
３
，
５
０
０
円
で
接
種
で

き
ま
す
。

議
員　

母
体
か
ら
の
免
疫
に
も

限
界
が
あ
る
。
少
子
化
対
策

と
合
わ
せ
て
、
ヒ
ブ
、
小
児
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原　
　

秀
男

原　
　

秀
男
議
員
議
員

佐
藤　
　

博

佐
藤　
　

博
議
員
議
員

町
税
の
減
収
理
由
は

Ｑ

課
税
者
の
減
少
や

不
況
等
が
影
響

Ａ

財
政
調
整
基
金
（
財
調
）

の
取
り
崩
し
理
由
は

Ｑ

交
付
税
が

減
少
し
た
た
め

Ａ

町
の
将
来
的
な

財
政
に
つ
い
て

Ｑ

行
財
政
改
革
を

一
層
進
め
た
い

Ａ

学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
実
態
は

Ｑ

あ
り
ま
せ
ん

Ａ

議
員　

現
在
下
仁
田
町
は
少
子

化
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
に
逆
行
す
る
か
の
よ

う
に
大
き
な
学
校
建
設
を
始

め
、
各
種
の
大
き
な
事
業
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
算

議
員　

不
登
校
に
占
め
る
い
じ

め
の
実
態
は
。

教
育
長　

桐
生
で
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
た
後
、
県
教
育

委
員
会
が
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
時
点
で
は
３
件

が
認
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

す
で
に
解
決
し
て
い
ま
す
。

議
員　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
状
況

に
つ
い
て
。

教
育
課
長　

学
校
給
食
共
同
調

理
場
は
昭
和
58
年
に
建
設
し
、

28
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
不
都
合
と
い
う
話
は

聞
い
て
お
ら
ず
支
障
な
く
業

務
が
で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

議
員　

「
ご
飯
が
冷
た
い
」
と

の
苦
情
を
聞
く
が
。

教
育
課
長　

高
崎
の
パ
ン
セ
ン

タ
ー
に
配
送
ま
で
を
委
託
し

て
い
る
。

議
員　

来
年
に
は
小
学
校
も
一

つ
に
な
る
、
こ
れ
を
契
機
に

近
く
に
新
築
移
転
の
検
討
は
。

町
長　

学
校
給
食
調
理
場
の
位

置
を
小
中
学
校
の
敷
地
内
に

変
更
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
言
を
平
成
20
年
７
月
に
教

育
委
員
会
か
ら
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。今
後
、セ
ン
タ
ー

の
新
築
移
転
、
委
託
方
式
も

含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

下
仁
田
町
財
産
取
得
調

査
委
員
会
か
ら
調
査
結
果
の

報
告
を
受
け
た
か
。

総
務
課
長　

一
応
中
間
報
告
は

し
て
あ
り
ま
す
。

議
員　

ど
こ
へ
し
た
の
か
。

総
務
課
長　

町
長
あ
て
に
出
し

て
あ
り
ま
す
。

議
員　

最
終
報
告
か
。

総
務
課
長　

書
類
が
新
た
に
発

案
を
見
ま
す
と
町
税
が
大
分

減
少
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
。

住
民
税
務
課
長　

課
税
者
数
の

減
少
と
、
不
況
に
よ
り
個
人

所
得
が
落
ち
て
い
ま
す
。
法

人
町
民
税
の
増
額
も
見
込
め

ま
せ
ん
。
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
も
土
地
の
下
落
が
続
い

て
お
り
、
こ
れ
も
回
復
の
兆

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

町
長
は
こ
の
状
況
を
ど

う
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

町
長　

全
庁
を
挙
げ
て
税
の
拡

大
を
計
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

議
員　

今
年
は
財
調
を
取
り
崩

議
員　

小
学
校
校
舎
、
中
学
校

体
育
館
、
多
目
的
運
動
場
、

公
営
住
宅
な
ど
の
建
設
に
よ

る
地
方
債
の
返
済
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

す
べ
て
の
返

済
が
終
わ
る
の
は
平
成
41
年

度
か
ら
47
年
度
に
な
り
ま
す
。

議
員　

大
変
な
長
期
間
で
す
が
、

国
か
ら
地
方
交
付
税
が
順
調

に
き
て
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
打
て
る
対
策
は
。

町
長　

行
財
政
改
革
を
一
層
進

め
た
い
。
特
に
人
件
費
の
削
減

等
を
含
め
、
考
え
て
い
き
た
い
。

す
と
い
う
こ
と
で
す
が
財
調

の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

企
画
財
政
課
長　

他
町
村
と
比

較
し
ま
す
と
、
県
内
の
町
村

平
均
金
額
に
と
て
も
及
び
ま

せ
ん
。
更
に
、
こ
の
数
年
大

事
業
の
た
め
に
、
予
算
規
模

が
通
常
年
度
よ
り
も
10
億
円

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
一

方
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
り
、
普
通
交

付
税
が
大
分
減
少
し
て
お
り

ま
す
。
よ
っ
て
取
り
崩
さ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

議
員　

こ
の
点
に
関
し
て
町
長

の
お
考
え
は
。

町
長　

経
常
収
支
比
率
の
問
題

も
含
め
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
ん
で
お
り
、
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る

経
費
削
減
に
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

平
成
23
年
度

一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て

見
さ
れ
た
り
等
々
の
可
能
性

も
あ
り
、
現
在
ま
で
の
中
間

報
告
で
す
。

議
員　

随
分
と
時
間
ば
か
り

経
っ
て
い
る
「
特
命
機
構
を

持
っ
て
究
明
す
る
。
全
て
合

わ
な
け
れ
ば
究
明
で
き
な

い
。
町
の
代
表
と
し
て
や
っ

て
い
く
。」
と
言
い
切
っ
た
。

町
長
自
身
は
何
も
対
処
や
調

査
を
し
て
い
な
い
。

町
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
調

査
、
あ
る
い
は
真
実
を
調
べ

ろ
と
言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
現
状
で
は
手
詰
ま
り
と

い
う
状
況
の
報
告
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

議
員　

町
長
が
直
接
調
査
す
る

と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
で

す
ね
。

町
長　

私
一
人
の
時
間
で
は
制

約
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
に

申
し
添
え
ま
す
。

議
員　

結
局
、
委
員
会
に
振
る

と
い
う
こ
と
か
。
提
出
か
ら

３
か
月
が
経
過
し
て
も
何
故

報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

報
告
し
な
い
の

は
、
委
員
会
と
し
て
も
歯
が

ゆ
い
し
、
皆
さ
ん
も
歯
が
ゆ

い
と
思
い
ま
す
、
進
展
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
報

告
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
と

理
解
し
て
下
さ
い
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

予
算
化
さ
れ
た
か
。

保
健
環
境
課
長　

新
規
事
業
と

し
て
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
全
額
公
費
負
担
、
対

象
年
齢
は
０
歳
か
ら
５
歳
ま

で
、
任
意
で
あ
り
理
解
の
上

接
種
し
て
頂
き
た
い
。ま
た
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
も
新
規
事
業

で
、
全
額
公
費
負
担
と
し
て

実
施
し
た
い
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

を
含
め
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ

ン
は
、
任
意
接
種
で
あ
る
か

ら
、
よ
く
説
明
し
納
得
し
て

頂
い
た
上
で
実
施
さ
れ
た
い
。

議
員　

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
講

演
会
、
20
代
、
30
代
、
40
代

の
参
加
が
少
な
い
よ
う
だ
が
、

こ
れ
か
ら
の
保
健
セ
ン
タ
ー

の
指
導
に
期
待
し
ま
す
。



82011 春号

経
済
常
任
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
会

陳
情
１
件
を
審
査

○
「
公
契
約
基
本
法
」
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て

商
工
観
光
課
長　

公
契
約
基
本

法
と
は
、
国
県
及
び
市
町
村

等
の
公
共
機
関
と
の
契
約
に

用
い
た
算
定
労
務
費
を
労
働

者
へ
の
支
払
い
議
務
と
し
て

受
注
者
に
課
す
る
契
約
で
あ

り
ま
す
。

委
員　

今
日
の
労
働
環
境
か
ら

み
る
と
使
用
者
の
買
い
手
市

場
で
あ
り
、
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
現
在
の
自
由
競
争
経

済
主
義
の
観
点
か
ら
、
発
注

者
、
受
注
者
へ
も
調
査
・
研

究
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　　

以
上
慎
重
審
査
の
結
果
、
継

続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

議
案
16
件
を
審
査

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
、特
別
会
計
補
正
予
算
、

公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
８
件

と
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
、
公
営
企

業
会
計
予
算
８
件
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
質
疑

Ｑ　

緊
急
雇
用
事
業
県
補
助
金

を
他
の
事
業
に
振
替
は
。

Ａ　

事
前
に
承
認
の
事
業
が
対

象
な
の
で
振
替
は
で
き
な
い
。

Ｑ　

多
目
的
運
動
場
３
０
３
５

万
円
の
減
額
理
由
は
。

Ａ　

当
初
設
計
で
、
平
成
22
年

度
予
算
計
上
後
に
、
委
託
先

で
あ
る
県
の
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
設
計
単
価
等
の
積
算

に
減
額
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

新
年
度
予
算
の
主
な
質
疑

Ｑ　

普
通
交
付
税
の
減
額
は
。

Ａ　

平
成
22
年
度
国
勢
調
査
人

口
８
９
１
２
人
で
算
出
で
１

億
円
の
減
額
と
な
っ
た
が
急

減
補
正
措
置
が
あ
り
、
前
年

度
対
比
４
０
０
０
万
円
の
減

で
す
。

Ｑ　

ジ
オ
パ
ー
ク
運
営
の
内
容
は
。

Ａ　

賃
金
・
事
務
費
等
で
す
。

Ｑ　

ジ
オ
ガ
イ
ド
の
育
成
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
登
録
に
な
っ
て

の
経
済
効
果
は
。

Ａ　

育
成
に
つ
い
て
は
ジ
オ

パ
ー
ク
観
察
会
等
を
通
じ
て

普
及
を
図
っ
て
い
る
。
経
済
効

果
は
、
地
学
団
体
研
究
会
全

国
大
会
が
下
仁
田
で
開
催
さ

れ
４
０
０
人
が
全
国
か
ら
集

ま
り
ま
し
た
。
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
登
録
を
も
と
に
、
地
域

お
こ
し
と
地
域
連
携
が
推
進

さ
れ
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　

ガ
ス
会
計
は
３
年
連
続
赤

字
予
算
か
つ
２
年
連
続
赤
字

決
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
改

善
策
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

①
安
全
供
給
に
配
慮
し
つ

つ
徹
底
し
た
経
費
削
減
。

　

②
適
切
な
料
金
改
定
へ
の

取
組
。

　

③
料
金
改
定
後
の
人
事
配

置
の
検
討
等
を
考
え
る
。

　

２
月
１
日
～
２
日
山
梨
県
の

昭
和
町
、
身
延
町
へ
視
察
を

行
っ
た
。
昭
和
町
で
は
、
議
会

改
革
に
つ
い
て
、
町
で
は
、
山

梨
学
院
大
学
と
連
携
し
て
、
研

修
会
や
講
習
会
を
開
催
「
学
ぶ

議
会
」「
行
動
す
る
議
会
」「
改

革
・
変
革
す
る
議
会
」
を
柱
に

定
期
的
に
勉
強
会
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
に
出
か
け
、

住
民
と
膝
を
交
え
た
「
井
戸
端

会
議
」
を
開
催
、
12
月
ま
で
に

地
域
の
意
見
を
ま
と
め
、
新
年

度
の
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う

政
策
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

　

予
算
委
員
会
は
設
置
し
て
い

な
い
。
常
任
委
員
会
で
の
審
査

が
減
っ
て
し
ま
う
た
め
、
決
算

の
み
特
別
委
員
会
を
設
け
る
。

　

身
延
町
で
は
、昭
和
町
同
様
、

３
月
、９
月
の
定
例
会
終
了
後
、

各
地
区
や
団
体
等
の
集
会
へ
出

か
け
対
話
集
会
を
開
催
し
意
見

や
要
望
を
吸
い
上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
一
問
一

答
方
式
で
、
平
均
１
時
間
位
、

質
問
回
数
は
無
制
限
だ
が
関
連

質
問
は
認
め
な
い
。

　

両
町
と
も
広
報
が
素
晴
ら
し

く
、
何
度
も
表
彰
さ
れ
た
実
績

が
あ
る
。
紙
面
は
見
や
す
く
、

字
数
が
少
な
く
、
飽
き
な
い
紙

面
に
な
っ
て
い
る
。

視

察

報

告

予
算
関
連
全
員
で
チ
ェ
ッ
ク

議
運
広
報
合
同
視
察
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広
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Ｗ
Ｓ

　

本
議
会
へ
の
提
出
案
件
は
、

母
子
生
活
支
援
施
設
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
、
平
成
22
年

度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
関
係
市
町
村
の
負
担
金

の
分
割
割
合
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
予
算
に
つ
い
て
及
び
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
の
５
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
議
案
と
も
慎
重
審
議
し
た

結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
年
度
の
事
業
と
し

て
、「
地
域
医
療
再
生
計
画
」

に
よ
り
現
在
七
日
市
に
あ
る
医

師
会
休
日
診
療
所
の
二
次
救
急

病
院
と
の
連
携
に
よ
る
救
急
診

療
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

休
日
診
療
所
を
富
岡
総
合
病
院

に
隣
接
し
た
場
所
に
移
転
す
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

（
３
月
４
日
）

　

専
決
処
分
と
給
与
条
例
の
一

部
改
正
及
び
職
員
の
育
児
休
業

の
一
部
改
正
条
例
を
審
議

会
一
致
で
可
決
・
承
認

（
３
月
25
日
）

◆
平
成
二
十
二
年
度
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

全
会
一
致
で
可
決

◆
平
成
二
十
三
年
度
病
院
事
業

会
計
予
算

全
会
一
致
で
可
決

　

病
院
改
築
工
事
等
の
建
設
改

良
費
が
８
億
８
５
７
５
万
円
、

そ
の
内
訳
と
し
て
、
建
物
８
億

３
７
３
６
万
円
、
医
療
器
械
整

備
に
対
す
る
器
械
備
品
費
４
８

３
９
万
円
、
企
業
債
償
還
金
９

６
４
３
万
円
な
ど
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
建
設
事
業
が
約

３
ヵ
年
に
わ
た
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
の
債
務
負
担
行
為

限
度
額
を
11
億
２
３
０
０
万
円

と
定
め
ま
し
た
。

　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組

合
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日

と
25
日
に
開
催
さ
れ
た
。

◆
平
成
22
年
度
補
正
予
算

全
会
一
致
で
可
決

◆
平
成
23
年
度
予
算

全
会
一
致
で
可
決

　

平
成
22
年
度
補
正
予
算
は
１

３
８
３
万
円
の
減
額
に
つ
い
て

審
議

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
７
億

７
９
６
９
万
円
で
、
前
年
度
対

比
１
６
６
・
６
％
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
今

年
度
か
ら
２
ヵ
年
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
る
。
ご
み
焼
却
施
設

の
改
良
計
画
で
あ
り
今
年
度
事

業
費
が
約
４
億
円
で
あ
り
ま
す
。

富
岡
甘
楽
広
域
議
会

病
院
議
会

定
例
会

条
例
案
件

予
算
案
件

予
算
案
件

主
な
内
容

主
な
内
容

定

例

会

環
境
議
会

定
例
会

　

２
月
15
日
～
16
日
と
静
岡
市

へ
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

主
目
的
は
、
静
岡
市
内
で
開
催

さ
れ
て
い
る
静
岡
ホ
ビ
ー
フ
ェ

ア
ー
会
場
内
に
設
定
さ
れ
た
人

気
ア
ニ
メ
「
ガ
ン
ダ
ム
」
の
実

物
大
の
立
像
を
見
る
こ
と
と
、

そ
れ
が
地
域
に
ど
の
よ
う
な
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

か
、
調
査
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
、
静
岡
市
と
ガ
ン
ダ
ム

の
制
作
元
㈱
バ
ン
ダ
イ
（
静
岡

市
内
）
が
東
京
か
ら
移
設
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

「
ガ
ン
ダ
ム
」
像
は
、
高
さ

が
18
ｍ（
ビ
ル
の
６
階
に
相
当
）

あ
り
、
鉄
骨
造
り
で
、
外
装
は

全
て
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
で
あ
り
ま
す
。

重
さ
は
90
ト
ン
あ
り
、
足
の
大

き
さ
だ
け
で
も
、
我
々
の
身
長

よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
圧
倒

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

設
置
移
転
費
は
２
億
５
千
万
円

か
か
り
、
こ
れ
は
す
べ
て
静
岡

市
の
予
算
で
賄
わ
れ
、
毎
日
の

警
備
、
運
営
に
は
１
０
０
人
か

ら
１
２
０
人
が
携
わ
り
、
こ
の

費
用
の
４
億
６
千
万
円
は
、
国

か
ら
の
雇
用
創
出
事
業
を
充
当

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

見
学
者
は
平
日
の
少
な
い
日
で

千
人
以
上
、
多
い
日

は
３
万
人
以
上
の
事

も
あ
る
と
い
う
。
夏

休
み
、
冬
休
み
は
、

四
国
、
九
州
か
ら
の

家
族
連
れ
が
多
く
、

市
内
の
旅
館
、
ホ
テ

ル
へ
の
経
済
効
果
は

計
り
知
れ
な
い
と
い

う
。
人
気
ア
ニ
メ
の

想
像
を
超
え
る
巨
大

模
型
出
現
と
い
う
こ

と
で
、
圧
倒
的
な
集

客
を
誇
る
事
業
で
あ

り
ま
し
た
。
下
仁
田

町
も
何
か
こ
の
よ
う

な
も
の
を
視
野
に
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば

と
感
じ
て
き
ま
し

た
。

経
済
常
任
委
員
会
視
察
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議
会
だ
よ
り

二
〇
一
一
年　

春
号

（
第　

53　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

島
﨑　

紘
一

編
集
／
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大

災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
方

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
大
津
波
の
恐
ろ

し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
ら
れ
、
大
勢
の
命
が
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
の

大
震
災
を
境
に
、
今
ま
で
よ

り
も
他
人
の
痛
み
に
敏
感
に

な
り
、
涙
も
ろ
く
な
り
ま
し

た
。
行
方
不
明
の
人
が
、
い

ま
だ
に
一
万
二
千
人
余
り
も

お
ら
れ
ま
す
。

　

世
界
各
国
の
方
々
が
救
援

に
駆
け
つ
け
て
活
動
し
て
下

さ
っ
て
い
る
。
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
考
え
て

行
動
を
起
こ
し
た
い
も
の
で

す
。
長
期
的
な
支
援
と
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早

い
復
旧
、
復
興
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
は
平
成
23
年
第
１
回

定
例
会
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
編
集
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
分
か

り
や
す
い
編
集
を
心
が
け
て

お
り
ま
す
が
、
ご
意
見
等
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
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政
信

佐
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勇
二

田
村
憲
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完
成
し
た
多
目
的
運
動

場
で
、
高
田
繁
野
球
解

説
者
ら
を
招
い
て
開
催

さ
れ
た
少
年
野
球
教
室

表
紙
の
説
明

議会だより・会議録を
ホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.
lg.jp/

問い合わせ先：電話82-2111

（内線610番）

　

去
る
２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
群
馬

県
町
村
議
会
議
長
会
総
会
で
、
岡
田
武

二
議
員
は
、
当
選
以
来
15
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
全
国
議
会

議
長
会
自
治
功
労
者
表
彰
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
今
後
と
も
一
層
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。 
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審　議　結　果
下仁田町町営住宅設置条例　 全 会 一 致

町道路線の廃止について 全 会 一 致

町道路線の認定について 全 会 一 致

指定管理者の指定について 全 会 一 致

財産の取得について 全 会 一 致

平成 22 年度一般会計補正予算（第５号） 全 会 一 致

平成 22 年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全 会 一 致

平成 22 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全 会 一 致

平成 22 年度介護保険特別会計補正予算（第２号） 全 会 一 致

平成 22 年度簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 全 会 一 致

平成 22 年度浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号） 全 会 一 致

平成 22 年度水道事業会計補正予算（第２号） 全 会 一 致

平成 22 年度ガス事業会計補正予算（第２号） 賛 成 多 数

平成 23 年度一般会計予算　　　 全 会 一 致

平成 23 年度国民健康保険特別会計予算　 全 会 一 致

平成 23 年度後期高齢者医療特別会計予算 全 会 一 致

平成 23 年度介護保険特別会計予算 全 会 一 致

平成 23 年度簡易水道事業特別会計予算　 全 会 一 致

平成 23 年度浄化槽整備事業特別会計予算　 全 会 一 致

平成 23 年度水道事業会計予算 全 会 一 致

平成 23 年度ガス事業会計予算 賛 成 多 数


